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海外事例：英国のスポーツ戦略（枠組み）

国全体のスポーツ戦略「Sporting Future: A New Strategy for an Active Nation」国全体のスポーツ戦略「Sporting Future: A New Strategy for an Active Nation」
（2015年12月発表）

アウトカムアウトカム
身体的健康、精神的健康、個人の成長、社会・コミュニティの発展、経済発展

アウトプットアウトプット
国内外におけるスポーツの成功と大規模イベントの効果を最大化

定期的かつ有意義にスポーツ・身体活動やボランティアに参加しスポーツ観戦する人の増加
スポーツ分野・団体の生産性・持続可能性・責任感を高める

アクションアクション
エリート選手やプロシステムのニーズに応え、大規模スポーツイベントを成功させる

顧客のニーズに応え、スポーツ・身体活動に参画できるようにする
スポーツ分野・団体を強化して効率性と弾力性を持たせる
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海外事例：英国のスポーツ戦略（主な内容）
国全体のスポーツ戦略

「Sporting Future: A New Strategy for an Active Nation」

政府の役割
中央政府、地方政府、権限移譲した政府（スコットランド、ウェールズ、北アイ
ルランド）

枠組み
アウトプット：定期的かつ有意義にスポーツ・身体活動やボランティアに参加する人
やスポーツ観戦する人の増加

参加、身体活動、子供・若者、スポーツの現場で働く人たち（コーチ・インスト
ラクター等）、ボランティア、ライブスポーツ観戦

アウトプット：国内外におけるスポーツの成功と大規模イベントの効果を最大化
国際舞台での成功、国内での成功、大規模スポーツイベント

アウトプット：スポーツ分野・団体の生産性・持続可能性・責任感を高める
財政的な持続可能性、インフラ、スポーツのインテグリティ、ガバナンス、リー
ダーシップ・運営、安全・福祉

効果測定
アウトカムへのスポーツの貢献度評価、アウトプットの評価(KPIごとに評価）

海外事例：英国のスポーツ戦略（KPIの例）

スポーツ・身体活動への参加促進
KPI１：過去１ヶ月のスポーツ・身体活動参加率の増加
KPI２：身体不活動率の減少
KPI３：運動・健康のために外の場所を利用した大人の割合の増加
KPI４：身体的リテラシー基準を達成した子供の割合の増加
KPI５：水泳と自転車の技術を習得した子供の割合の増加
KPI６：スポーツやアクティブでいることに対する若者の意識向上の割合

スポーツボランティアの増加
KPI７：過去１年間に２回以上スポーツボランティアを実施した人の増加
KPI８：スポーツボランティアに関わる人たちが社会全体の構成に沿っている

ライブスポーツ観戦者の増加
KPI９：過去１年間に１回以上、会場でスポーツ観戦した人の数の増加

する

支える

観る

国全体のスポーツ戦略

「Sporting Future: A New Strategy for an Active Nation」
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骨子案の枠組みについて（案）

• 厚労省が策定しているガイドラインとは異なるものを作る
→「スポーツ」や「スポーツを通じた健康」に焦点

• 諸外国における、スポーツに焦点をあてた戦略や行動指針では、
アウトカムやアウトプット、重点領域、KPI等が設定されている。

• KPIを立てることで、評価ができるようになる。

基本法や基本計画に記載されている目的をアウトカムとし、
そのためのアウトプットやKPIを検討する。

骨子案の枠組み（案）

アウトカム
スポーツ参画促進、共生社会の実現、地域活性化、スポーツ産業活性化

アウトプット
スポーツの価値（身体的・精神的健康など）の普及
障がい者・女性・高齢者のスポーツ参画増加

スポーツを通じた地域コミュニティのつながり強化

アクション
詳細な現状分析によるスポーツ・身体活動参加の阻害要因の把握=インサイト

現状分析に基づき、対象層ごとに施策立案（ライフステージ別、性別、障がいの有無など）
無関心層や実施頻度の低い層に届くメディア・方法で行動変容に結びつける

KPIによる効果測定とPDCAサイクルで見直し
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スポーツ参画に向けて行動変容を促すための視点

インサイトインサイト 政策・施策政策・施策 行動変容行動変容

• スポーツ実施者・非実施者の意識・行動を深く理解する「インサイト」を実施、動機付け
や阻害要因を対象層別に明らかにする（性別・年代・社会経済状況等）

• ライフステージなど対象層に合わせた政策・施策と提供方法を検討する

• 非実施者に届くメディア（SNS等）や方法（ソーシャルスポーツ等）を用いて、無関心層
や実施頻度の少ない層にアプローチする

スポーツを消費財と捉え、消費者志向で検討する
→ビジネスマーケティングの視点を応用

骨子案におけるステークホルダーの役割（案）

スポーツ参画（する・観る・支える）

自治体
地域課題に応じた施策

国・スポーツ庁国・スポーツ庁
政策・施策・戦略・行動指

針の立案と監督

調査機関調査機関
効果測定のための調査

実施・分析

統括団体・業界団体
プログラム開発・提供

学校・大学学校・大学
子供に平等な機会提供、
施設・人材提供、研究

NF・スポーツ団体
草の根スポーツ振興

スポーツ産業スポーツ産業
イベント、ツーリズム、

スポーツクラブ

JSC
政策実行・推進

障がい者スポーツ団体
障がい者ニーズ把握
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運動・スポーツガイドライン(仮称)策定に向けた作業部会の発表メモ 

 
はじめに 
・これまでの議事録から、運動・スポーツガイドラインの骨子案策定にあたって、厚労

省で策定されている身体活動系のガイドラインとは異なるものであること、戦略や行

動指針的なものになりうる可能性があることが伺えた。 
・総論部分を論ずるにあたって、まず全体の枠組みを整理することが重要ではないかと

考え、スポーツに焦点をあてた諸外国のスポーツ戦略の中から日本に最も参考になる

事例として、英国のスポーツ戦略の枠組みを紹介する。 
スライド２：海外事例：英国のスポーツ戦略（枠組み） 
・英国政府が 2015年 12月に発表した「Sporting Future: A New Strategy for an Active 

Nation（アクティブな国に向けた新戦略）」では、５つのアウトカムが大目標として
設定され、アウトカムに基づいてアウトプットとアクションが設定されている。 

スライド３：海外事例：英国のスポーツ戦略（主な内容） 
・その政策文書には、枠組みのほか、政府の役割、３つのアウトプットに基づくアクシ

ョンの具体的な内容、効果測定の方法が記載されている。効果測定では、アウトカム

とアウトプットの達成状況を評価する。アウトプット評価については、それぞれ KPI
が設定されている。 

スライド４：海外事例：英国のスポーツ戦略（KPIの例） 
・KPIの具体的な内容を紹介。 
・スポーツ・身体活動の参加促進として６つの KPI、ボランティアの増加として２つの

KPI、スポーツ観戦として１つの KPIが設定されている。 
・これらの KPIは、する・観る・支えるといったスポーツ参画促進を進めていく日本
の参考になりうる。 

スライド５：骨子案の枠組みについて（案） 
・骨子案の枠組みもこのようなアウトカム・アウトプット・KPIを設定していくのがい
いのではないか。 

・厚労省のガイドラインとの違いや効果測定も可能になる。 
・大目標のアウトカムは、スポーツ基本法や基本計画に則って設定するのが望ましい。 
スライド６：骨子案の枠組み（案） 
・これはあくまでも枠組みのイメージ案であるが、例えば、アウトカムとして、スポー

ツ参画促進、共生社会の実現、地域活性化、スポーツ産業活性化を設定する。 
・アウトカムを達成するためのアウトプットとアクションもそれぞれ例示した。具体的
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なアクションとして、詳細な現状分析とそれに基づく施策を立案し、行動変容につな

げ、その結果を評価する。 
スライド７：スポーツ参画に向けて行動変容を促すための視点 
・行動変容を促すための視点を説明。スポーツを消費財と捉え、消費者志向で検討する

事が重要である。動機付けや阻害要因を明らかにし、非実施層に届くメディアや方法

を用いる。 
スライド８：骨子案におけるステークホルダーの役割（案） 
・「する・観る・支える」のスポーツ参画促進の骨子案に関わるステークホルダーとそ

の役割を図示した。諸外国の事例を参考に、日本国内の組織を位置づけている。 
・この図で網羅できていないステークホルダーもあるかもしれないが、幅広い関係機関

をステークホルダーとしながら、連携・協働して事業を進めていくことが海外でも行

われている。 
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パ
ー

ト
ナ

ー
と

の
活

動

投
資

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
）
不

活
動

へ
の

対
策

2
）
子

供
、

若
者

3
）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
4
）
マ

ス
マ

ー
ケ

ッ
ト

で
の

ス
ポ

ー
ツ

・
身

体
活

動
の

活
用

5
）
ス

ポ
ー

ツ
コ

ア
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
支

援
6
）
地

域
へ

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
7
）
施

設

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
変

化
・
新

た
な

人
材

戦
略

・
コ

ー
チ

ン
グ

プ
ラ

ン
・
明

確
な

目
的

、
秀

で
た

分
析

、
評

価

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

英
国
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カ
ナ

ダ

邦
題

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
ス

ポ
ー

ツ
：
成

功
へ

の
道

全
国

ス
ポ

ー
ツ

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
政

策
の

枠
組

み
プ

レ
イ

・
ス

ポ
ー

ツ
・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

カ
ナ

ダ
ス

ポ
ー

ツ
政

策
2
0
1
2

原
題

A
u
st

ra
lia

n
 S

p
o
rt

: 
T
h
e
 p

at
h
w

ay
 t

o
 s

u
c
c
e
ss

N
at

io
n
al

 S
p
o
rt

 a
n
d
 A

c
ti
ve

 R
e
c
re

at
io

n
 P

o
lic

y 
F
ra

m
e
w

o
rk

P
la

y.
S
p
o
rt

.A
u
st

ra
lia

.
C

an
ad

ia
n
 S

p
o
rt

 P
o
lic

y 
2
0
1
2

2
0
1
0
年

5
月

1
1
日

2
0
1
0
年

6
月

2
0
1
5
年

3
月

2
0
1
2
年

6
月

2
7
日

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
連

邦
政

府
　

※
前

政
権

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
連

邦
政

府
　

※
前

政
権

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
・
ス

ポ
ー

ツ
コ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
(A

S
C

)
連

邦
政

府
・
州

政
府

・
準

州
政

府
の

ス
ポ

ー
ツ

・
身

体
活

動
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
担

当
相

新
政

策
と

し
て

3
つ

の
主

要
目

標
を

設
定

ス
ポ

ー
ツ

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
レ

ク
リ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

政
策

・
戦

略
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
立

案
す

る
た

め
の

ガ
イ

ド
ス

ポ
ー

ツ
参

加
促

進
戦

略
2
0
1
2
-
2
0
2
2
年

の
総

合
的

な
ス

ポ
ー

ツ
政

策

目
的

行
動

原
則

ス
ポ

ー
ツ

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
制

度
に

お
け

る
連

邦
政

府
と

州
・
準

州
政

府
の

役
割

と
責

任

関
係

機
関

に
対

す
る

連
邦

政
府

と
州

・
準

州
政

府
の

期
待

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
評

価
、

レ
ビ

ュ
ー

優
先

領
域

と
目

標
・
評

価
指

標
①

参
加

促
進

②
国

際
競

技
力

③
国

内
選

手
権

④
シ

ス
テ

ム
の

持
続

可
能

性
⑤

シ
ス

テ
ム

の
連

携
・
協

働
⑥

広
範

な
目

的
達

成
へ

の
寄

与
⑦

リ
サ

ー
チ

と
デ

ー
タ

見
直

し

主
目

的
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

を
中

心
と

す
る

組
織

的
な

ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
参

加
す

る
国

民
（
特

に
若

者
）
を

増
や

す
こ

と

組
織

見
直

し
以

下
の

3
つ

の
部

門
を

A
S
C

内
に

設
立

・
ス

ポ
ー

ツ
を

め
ぐ

る
現

状
の

分
析

を
行

う
「
ス

ポ
ー

ツ
イ

ン
サ

イ
ト

部
門

」
・
参

加
促

進
施

策
を

進
め

る
「
ス

ポ
ー

ツ
参

加
部

門
」

・
競

技
団

体
の

機
能

強
化

を
支

援
す

る
「
ス

ポ
ー

ツ
ガ

バ
ナ

ン
ス

・
ビ

ジ
ネ

ス
機

能
部

門
」

現
状

分
析

・
組

織
的

な
ス

ポ
ー

ツ
活

動
へ

の
参

加
が

こ
こ

数
年

で
1
/
4
に

減
少

、
特

に
1
8
-
1
9
歳

で
組

織
的

な
ス

ポ
ー

ツ
活

動
へ

の
参

加
が

大
幅

に
減

少
・
一

方
、

組
織

的
な

ス
ポ

ー
ツ

活
動

に
興

味
は

あ
る

が
時

間
が

な
い

、
お

金
が

な
い

人
も

約
4
5
0
万

人
い

る
・
現

状
分

析
に

は
、

ス
ポ

ー
ツ

参
加

動
向

だ
け

で
な

く
ス

ポ
ー

ツ
産

業
の

動
向

も
含

ま
れ

て
い

る

重
点

行
動

領
域

①
ス

ポ
ー

ツ
イ

ン
サ

イ
ト

部
門

：
参

加
状

況
を

変
化

さ
せ

る
イ

ン
サ

イ
ト

（
よ

り
深

い
理

解
・

測
定

に
よ

り
状

況
を

把
握

）
・
ス

ポ
ー

ツ
参

加
率

の
全

国
調

査
を

導
入

し
毎

年
実

施
（
従

来
は

大
人

と
子

供
に

調
査

が
分

か
れ

て
い

た
が

統
合

し
身

体
活

動
も

含
め

る
）

・
ス

ポ
ー

ツ
産

業
研

究
・
C

le
ar

in
gh

o
u
se

 f
o
r 

S
p
o
rt

：
ス

ポ
ー

ツ
情

報
・
知

識
共

有
用

デ
ジ

タ
ル

ポ
ー

タ
ル

・
知

識
の

仲
介

：
ス

ポ
ー

ツ
戦

略
・
計

画
の

改
善

の
た

め
、

知
見

や
情

報
を

ス
ポ

ー
ツ

界
で

共
有

・
二

年
に

一
度

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

開
催

：
課

題
に

関
す

る
議

論
、

情
報

共
有

、
ス

ポ
ー

ツ
間

の
協

働
等

に
つ

な
ぐ

②
ス

ポ
ー

ツ
参

加
部

門
：
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
参

加
の

た
め

の
動

機
付

け
（
若

者
に

焦
点

）
・
S
p
o
rt

in
g 

S
c
h
o
o
ls

プ
ロ

グ
ラ

ム
：
5
歳

か
ら

1
2
歳

の
子

供
と

1
3
歳

か
ら

1
7
歳

の
若

者
に

焦
点

を
置

い
た

参
加

促
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

授
業

前
・
授

業
中

・
放

課
後

に
子

供
が

ス
ポ

ー
ツ

に
直

接
触

れ
る

機
会

を
提

供
・
ス

ポ
ー

ツ
参

加
促

進
へ

の
投

資
：
ス

ポ
ー

ツ
参

加
を

促
進

す
る

た
め

中
央

競
技

団
体

へ
の

投
資

を
継

続
、

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
化

と
透

明
性

の
あ

る
投

資
を

行
う

・
参

加
促

進
戦

略
支

援
：
参

加
促

進
戦

戦
略

を
推

進
す

る
選

ば
れ

た
中

央
競

技
団

体
と

密
接

に
連

携
す

る
と

と
も

に
、

州
・
地

域
の

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
担

当
部

局
、

ス
ポ

ー
ツ

団
体

、
学

校
ス

ポ
ー

ツ
部

門
等

に
よ

る
活

動
の

便
益

を
最

大
化

③
ス

ポ
ー

ツ
ガ

バ
ナ

ン
ス

・
ビ

ジ
ネ

ス
機

能
部

：
ス

ポ
ー

ツ
組

織
の

能
力

開
発

（
国

内
中

央
競

技
団

体
の

強
化

）
・
ガ

バ
ナ

ン
ス

改
革

：
効

果
的

な
ガ

バ
ナ

ン
ス

改
革

を
通

じ
て

組
織

能
力

の
構

築
を

後
押

し ・
商

品
開

発
、

商
業

的
持

続
可

能
性

・
人

材
：
ス

ポ
ー

ツ
を

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
提

供
す

る
た

め
に

必
要

な
人

材
（
質

、
量

）
の

育
成

・
コ

ー
チ

、
審

判
：
コ

ー
チ

や
審

判
の

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
教

育
・
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
・
施

設
・
設

備
・
デ

ジ
タ

ル
・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

・
P

la
y 

b
y 

th
e
 R

u
le

s（
ス

ポ
ー

ツ
・
イ

ン
テ

グ
リ

テ
ィ

）
・
競

技
団

体
の

理
事

会
メ

ン
バ

ー
登

録
制

度
（
女

性
理

事
の

推
進

）

政
策

の
ビ

ジ
ョ

ン
ス

ポ
ー

ツ
参

加
と

競
技

力
向

上
を

推
進

す
る

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

で
革

新
的

な
文

化

政
策

の
価

値
楽

し
さ

、
安

全
性

、
卓

越
性

、
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

、
個

人
の

成
長

、
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
と

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

ー
、

尊
重

と
フ

ェ
ア

プ
レ

ー
と

道
徳

的
な

行
動

政
策

原
則

①
価

値
に

基
づ

く
ス

ポ
ー

ツ
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
道

徳
的

な
行

動
を

推
進

す
る

②
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

：
多

様
な

社
会

で
能

力
や

関
心

に
関

わ
ら

ず
誰

も
が

平
等

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

③
現

実
的

：
長

期
的

な
参

加
促

進
の

た
め

に
は

パ
ー

テ
ィ

シ
ペ

ー
シ

ョ
ン

・
パ

ス
ウ

ェ
イ

・
モ

デ
ル

も
存

在
す

る
④

協
働

：
教

育
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

等
の

他
分

野
の

関
係

者
や

地
域

組
織

、
民

間
組

織
と

連
携

す
る

⑤
計

画
的

：
ア

ウ
ト

カ
ム

達
成

の
た

め
に

明
確

な
目

標
に

基
づ

い
て

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

立
案

す
る

⑥
持

続
可

能
性

：
組

織
能

力
向

上
や

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

、
リ

ソ
ー

ス
共

有
に

よ
っ

て
シ

ス
テ

ム
の

目
標

を
達

成
す

る

政
策

目
標

①
ス

ポ
ー

ツ
実

施
：
基

本
的

な
運

動
能

力
、

組
織

的
・
非

組
織

的
な

ス
ポ

ー
ツ

活
動

へ
の

参
加

②
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
・
ス

ポ
ー

ツ
：
楽

し
み

・
健

康
・
社

会
的

な
つ

な
が

り
・
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

に
ス

ポ
ー

ツ
参

加
③

競
技

ス
ポ

ー
ツ

：
安

全
か

つ
道

徳
マ

ナ
ー

の
あ

る
競

技
大

会
で

他
者

と
競

い
、

競
技

力
を

高
め

る
④

ハ
イ

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
・
ス

ポ
ー

ツ
：
ハ

イ
レ

ベ
ル

の
国

際
大

会
で

公
正

か
つ

倫
理

的
に

世
界

レ
ベ

ル
の

結
果

を
達

成
す

る
⑤

開
発

の
た

め
の

ス
ポ

ー
ツ

：
国

内
外

で
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
価

値
を

推
進

し
、

社
会

・
経

済
発

展
の

ツ
ー

ル
と

し
て

ス
ポ

ー
ツ

を
活

用
す

る

文
書

名

発
行

年
月

日

発
行

者
・
部

局

概
要

主
な

内
容

①
ス

ポ
ー

ツ
参

加
（
実

施
・
関

与
）
の

向
上

・
教

育
を

通
じ

た
子

ど
も

た
ち

の
ス

ポ
ー

ツ
参

加
を

向
上

さ
せ

る
・
競

技
団

体
を

支
援

し
て

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

参
加

と
ソ

ー
シ

ャ
ル

イ
ン

ク
ル

ー
ジ

ョ
ン

を
向

上
さ

せ
る

・
障

が
い

の
あ

る
人

・
 選

手
を

支
援

す
る

・
女

子
・
女

性
の

ス
ポ

ー
ツ

参
加

の
障

壁
を

取
り

除
く

・
先

住
民

の
ス

ポ
ー

ツ
参

加
の

障
壁

を
取

り
除

く
・
ス

ポ
ー

ツ
す

る
場

の
整

備

②
ス

ポ
ー

ツ
・
パ

ス
ウ

ェ
イ

の
強

化
・
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
 コ

ー
チ

・
審

判
の

支
援

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ポ
ー

ツ
と

参
加

促
進

へ
の

選
手

の
関

与
を

最
大

化
す

る
・
タ

レ
ン

ト
発

掘
・
選

手
育

成
の

パ
ス

ウ
ェ

イ
強

化

③
成

功
に

向
け

た
取

り
組

み
・
ハ

イ
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
コ

ー
チ

・
審

判
に

対
す

る
支

援
・
国

際
大

会
参

加
の

た
め

の
支

援
強

化
・
ハ

イ
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

選
手

へ
の

投
資

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

、
リ

サ
ー

チ
、

選
手

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
環

境
の

向
上

・
ハ

イ
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

機
関

・
ア

カ
デ

ミ
ー

の
改

革
・
ド

ー
ピ

ン
グ

対
策

の
継

続

国
名

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
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州

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
首

都
特

別
地

域
ク

イ
ー

ン
ズ

ラ
ン

ド
州

タ
ス

マ
ニ

ア
州

西
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

州

邦
題

A
C

T
地

域
に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ
と

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
計

画
2
0
1
1
-
2
0
2
0

国
立

公
園

・
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ー
シ

ン
グ

戦
略

計
画

2
0
1
6
-
2
0
2
0

タ
ス

マ
ニ

ア
州

身
体

活
動

計
画

2
0
1
1
-
2
0
2
1

西
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

州
の

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
産

業
に

お
け

る
戦

略
的

方
向

性
2
0
1
6
-
2
0
2
0

原
題

A
 S

tr
at

e
gi

c
 P

la
n
 f
o
r 

S
po

rt
 a

n
d 

A
c
ti
ve

 R
e
c
re

at
io

n
 i
n
 t

h
e
 A

C
T
 &

 R
e
gi

o
n

2
0
1
1
–
2
0
2
0
 (
A

C
T
IV

E
 2

0
2
0
)

N
at

io
n
al

 P
ar

ks
, 
S
po

rt
 a

n
d 

R
ac

in
g 

S
tr

at
e
gi

c
 P

la
n
 2

0
1
6

—
2
0
2
0

T
as

m
an

ia
's

 P
la

n
 f
o
r 

P
h
ys

ic
al

 A
c
ti
vi

ty
 2

0
1
1
-
2
0
2
1

S
tr

at
e
gi

c
 D

ir
e
c
ti
o
n
s 

fo
r 

th
e
 W

e
st

e
rn

 A
u
st

ra
lia

n
 S

po
rt

an
d 

R
e
c
re

at
io

n
 I
n
du

st
ry

 2
0
1
6
-
2
0
2
0

2
0
1
1
年

4
月

2
0
1
6
年

2
0
1
1
年

2
月

1
6
日

2
0
1
6
年

4
月

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
省

国
立

公
園

・
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ー
シ

ン
グ

省
身

体
活

動
評

議
会

（
州

知
事

直
下

）
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
省

首
都

特
別

地
域

（
A

C
T
）
に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ
と

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
計

画
ク

イ
ー

ン
ズ

ラ
ン

ド
州

に
お

け
る

2
0
1
6
-
2
0
2
0
年

度
の

国
立

公
園

・
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ー
ス

戦
略

計
画

タ
ス

マ
ニ

ア
州

に
お

け
る

2
0
1
1
-
2
0
2
1
年

の
1
0
年

間
の

身
体

活
動

推
進

計
画

西
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

州
に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
産

業
に

お
け

る
今

後
の

重
要

課
題

と
機

会
を

見
極

め
、

関
係

機
関

に
対

応
を

求
め

る
指

針

ビ
ジ

ョ
ン

健
康

的
な

公
園

や
ア

ク
テ

ィ
ブ

な
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

に
よ

っ
て

ク
イ

ー
ン

ズ
ラ

ン
ド

州
の

人
々

を
豊

か
に

す
る

こ
と

目
的

①
公

園
や

森
、

グ
レ

ー
ト

バ
リ

ア
リ

ー
フ

を
現

世
代

と
未

来
世

代
の

た
め

に
保

護
・
管

理
す

る
こ

と
②

身
体

活
動

へ
の

積
極

的
な

参
加

を
推

進
・
支

援
す

る
こ

と
③

州
内

の
レ

ー
ス

業
界

を
支

援
す

る
こ

と

目
標

・
以

下
の

各
目

標
に

つ
い

て
戦

略
と

評
価

指
標

を
設

定
①

州
内

の
素

晴
ら

し
い

公
園

や
森

を
保

護
し

、
現

在
か

ら
未

来
に

わ
た

っ
て

楽
し

め
る

場
と

し
、

州
内

の
人

々
の

健
康

増
進

や
繁

栄
に

つ
な

げ
る

こ
と

②
州

内
の

人
々

が
身

体
活

動
へ

の
参

加
を

通
じ

て
健

康
で

ア
ク

テ
ィ

ブ
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

牽
引

す
る

こ
と

③
レ

ー
ス

に
関

し
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

期
待

に
応

え
る

法
的

・
政

策
的

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

立
案

④
能

率
的

か
つ

合
理

的
で

顧
客

重
視

の
組

織
づ

く
り

2
0
1
6
-
1
7
年

度
の

優
先

事
項

2
0
項

目
を

列
記

主
な

課
題

と
機

会
①

気
候

変
動

と
生

物
多

様
性

に
対

す
る

危
機

②
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
と

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
③

デ
モ

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

（
人

口
動

態
上

の
）
要

因
：
世

代
・
文

化
に

よ
る

違
い

、
都

市
化

な
ど

④
時

代
に

合
っ

た
法

的
・
政

策
的

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
対

し
て

州
政

府
が

設
定

し
て

い
る

目
標

へ
の

寄
与

①
雇

用
創

出
と

多
様

な
経

済
の

実
現

②
質

の
高

い
最

前
線

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
③

環
境

保
護

④
安

全
で

人
を

気
遣

い
、

つ
な

が
り

の
あ

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

ビ
ジ

ョ
ン

定
期

的
な

身
体

活
動

実
施

に
よ

る
便

益
を

す
べ

て
の

タ
ス

マ
ニ

ア
州

の
人

々
が

体
験

・
享

受
す

る
こ

と

目
標

①
身

体
活

動
に

価
値

を
置

き
支

援
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

な
る

こ
と ②

身
体

活
動

を
推

進
・
実

施
で

き
る

環
境

を
作

り
出

す
こ

と
③

知
識

や
リ

ソ
ー

ス
を

共
有

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
築

く
こ

と ④
人

々
が

生
活

の
場

、
職

場
、

遊
び

場
で

身
体

的
に

ア
ク

テ
ィ

ブ
に

な
る

機
会

を
増

や
す

こ
と

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
評

価
・
進

捗
レ

ポ
ー

ト
を

毎
年

作
成

、
３

年
ご

と
に

詳
細

な
分

析
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

し
て

分
析

か
ら

得
ら

れ
た

知
見

を
次

の
３

年
間

の
実

行
計

画
に

繁
栄

す
る

・
以

下
の

２
つ

の
数

値
目

標
の

達
成

度
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

①
1
0
年

間
で

身
体

活
動

の
参

加
率

を
1
0
%
増

加
（
5
-
1
2
歳

、
1
2
-
1
7
歳

、
1
8
歳

以
上

の
３

つ
の

年
齢

層
で

参
加

率
を

見
る

）
②

1
0
年

間
で

定
期

的
な

身
体

活
動

に
参

加
し

て
生

活
面

で
変

わ
っ

た
と

い
う

報
告

を
1
0
0
0
事

例
集

め
る

（
毎

年
1
0
0
件

収
集

、
オ

ン
ラ

イ
ン

投
稿

や
郵

送
で

報
告

を
募

集
）

対
応

す
べ

き
1
3
の

重
要

課
題

領
域

・
ガ

バ
ナ

ン
ス

・
イ

ン
テ

グ
リ

テ
ィ

と
価

値
・
公

共
の

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

と
都

市
環

境
・
ア

ド
ベ

ン
チ

ャ
ー

＆
ア

ウ
ト

ド
ア

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

・
商

業
化

・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

と
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
け

る
多

様
性

・
不

確
定

な
財

政
状

況
・
施

設
投

資
の

活
用

・
ラ

イ
フ

コ
ー

ス
と

ラ
イ

ス
ス

テ
ー

ジ
に

よ
る

参
加

促
進

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
エ

ビ
デ

ン
ス

・
調

査
研

究
・
平

等
な

参
加

機
会

（
文

化
等

の
違

い
に

か
か

わ
ら

ず
）

・
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

関
与

上
記

の
う

ち
特

に
重

要
な

3
つ

の
領

域
・
ガ

バ
ナ

ン
ス

・
イ

ン
テ

グ
リ

テ
ィ

と
価

値
・
公

共
の

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

と
都

市
環

境

文
書

名

発
行

年
月

日

発
行

者
・
部

局

概
要

主
な

内
容

ビ
ジ

ョ
ン

・
ス

ポ
ー

ツ
と

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
で

首
都

地
域

を
豊

か
に

ア
ク

テ
ィ

ブ
に

す
る

・
そ

の
た

め
に

、
ス

ポ
ー

ツ
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
経

済
的

・
社

会
的

価
値

と
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
健

康
と

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

を
つ

な
げ

て
推

進
す

る
連

携
シ

ス
テ

ム
で

支
え

る

戦
略

的
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

2
0
1
1
-
2
0
2
0
年

に
お

け
る

戦
略

的
優

先
事

項
と

し
て

以
下

の
７

つ
を

掲
げ

、
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
ア

ウ
ト

カ
ム

や
評

価
指

標
を

設
定

①
ス

ポ
ー

ツ
や

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

イ
の

参
加

を
最

大
化

②
ス

ポ
ー

ツ
や

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

健
康

・
教

育
・
社

会
的

便
益

の
理

解
向

上
と

推
進

③
ス

ポ
ー

ツ
や

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

受
入

や
能

力
を

向
上

さ
せ

、
質

の
高

い
機

会
を

提
供

④
優

れ
た

個
人

的
な

成
功

の
機

会
を

最
大

化
⑤

持
続

可
能

な
優

れ
た

チ
ー

ム
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
機

会
を

最
大

化
⑥

国
内

で
ス

ポ
ー

ツ
都

市
の

イ
メ

ー
ジ

を
醸

成
⑦

イ
ン

フ
ラ

と
リ

ソ
ー

ス
へ

の
支

援
を

最
大

化

目
標

①
競

技
型

・
非

競
技

型
ス

ポ
ー

ツ
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

ポ
ー

ツ
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
参

加
を

あ
ら

ゆ
る

レ
ベ

ル
で

増
や

す
こ

と
②

ス
ポ

ー
ツ

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
に

お
け

る
卓

越
性

を
達

成
す

る
た

め
の

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
③

活
動

を
提

供
す

る
場

と
し

て
質

の
高

い
持

続
可

能
な

イ
ン

フ
ラ

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

価
値

・
A

C
T
IV

E
2
0
2
0
は

以
下

の
価

値
に

基
づ

い
て

開
発

・
実

施
す

る
①

産
業

界
と

政
府

か
ら

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

②
活

動
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
と

イ
ン

ク
ル

ー
ジ

ョ
ン

③
持

続
可

能
性

（
環

境
・
経

済
・
社

会
の

観
点

に
お

け
る

）
④

実
行

可
能

性
（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

範
囲

に
お

け
る

参
加

維
持

）
⑤

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
や

施
設

利
用

に
お

け
る

柔
軟

性
と

適
用

性
⑥

明
白

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
定

期
的

、
適

正
、

両
方

向
）

国
名

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア

州
名
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オ
ン

タ
リ

オ
州

ア
ル

バ
ー

タ
州

邦
題

ゲ
ー

ム
・
オ

ン
 -

 オ
ン

タ
リ

オ
州

政
府

ス
ポ

ー
ツ

計
画

ゴ
ー

イ
ン

グ
・
ザ

・
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
：
ア

ル
バ

ー
タ

州
ス

ポ
ー

ツ
計

画
2
0
1
4
-
2
0
2
4

原
題

G
am

e
 O

N
 –

 T
h
e
 O

n
ta

ri
o
 G

o
ve

rn
m

e
n
t'
s 

S
po

rt
 P

la
n

G
o
in

g 
th

e
 D

is
ta

n
c
e
: 
T
h
e
 A

lb
e
rt

a 
S
po

rt
 P

la
n
 2

0
1
4
-
2
0
2
4

2
0
1
5
年

1
5
月

2
0
1
4
年

7
月

2
5
日

観
光

・
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
省

ア
ル

バ
ー

タ
州

政
府

カ
ナ

ダ
・
オ

ン
タ

リ
オ

州
の

ス
ポ

ー
ツ

計
画

（
2
0
1
5
年

P
an

/
P

ar
a 

A
m

 G
am

e
sの

レ
ガ

シ
ー

）
カ

ナ
ダ

・
ア

ル
バ

ー
タ

州
の

1
0
年

間
（
2
0
1
4
-
2
0
2
4
年

）
の

ス
ポ

ー
ツ

計
画

・
2
0
0
4
年

か
ら

の
 1

0
年

計
画

を
見

直
し

て
刷

新
（
政

府
責

任
→

制
度

調
整

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
重

視
→

ア
ウ

ト
カ

ム
重

視
、

参
加

増
と

卓
越

性
追

求
に

焦
点

→
育

成
・
参

加
・
卓

越
性

追
求

の
全

体
像

へ
転

換
）

・
国

の
ス

ポ
ー

ツ
政

策
や

州
政

府
の

方
針

等
に

沿
っ

た
内

容
（
連

動
し

て
い

る
）

ビ
ジ

ョ
ン

ア
ル

バ
ー

タ
州

は
、

卓
越

性
の

推
進

と
生

涯
に

わ
た

る
ス

ポ
ー

ツ
参

加
の

機
会

を
育

む
協

調
性

・
順

応
性

の
あ

る
シ

ス
テ

ム
を

有
す

る
ス

ポ
ー

ツ
界

に
お

け
る

国
内

リ
ー

ダ
ー

で
あ

る

ス
ポ

ー
ツ

シ
ス

テ
ム

関
係

者
が

連
携

し
て

取
り

組
む

べ
き

事
項

①
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

・
ス

ポ
ー

ツ
の

価
値

・
便

益
を

伝
え

る
、

共
通

す
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

開
発

な
ど

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

を
行

う
②

協
調

・
協

働
・
業

界
・
省

庁
の

違
い

を
超

え
た

横
断

的
な

協
働

、
教

育
機

関
・
委

員
会

と
の

直
接

連
携

、
地

方
自

治
体

間
の

協
調

的
な

取
り

組
み

、
ス

ポ
ー

ツ
団

体
の

効
率

性
向

上
に

取
り

組
む

③
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
・
ガ

バ
ナ

ン
ス

や
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

、
組

織
能

力
と

い
っ

た
組

織
的

な
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
を

向
上

さ
せ

る
・
コ

ー
チ

、
審

判
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
ス

ポ
ー

ツ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
学

校
の

教
師

や
地

域
リ

ー
ダ

ー
、

ス
ポ

ー
ツ

運
営

ス
タ

ッ
フ

、
親

や
観

客
に

対
し

て
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

や
教

育
を

行
う

④
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

な
解

決
策

・
IT

や
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

の
活

用
お

よ
び

全
体

像
の

把
握

に
よ

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

、
研

究
開

発
や

好
事

例
の

推
進

に
よ

る
知

識
の

生
産

・
統

合
を

行
う

⑤
説

明
責

任
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

評
価

、
継

続
的

な
改

善
を

実
施

す
る

ス
ポ

ー
ツ

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

提
供

・
支

援
・
育

成
・
競

技
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
そ

れ
ぞ

れ
の

ス
ポ

ー
ツ

環
境

で
ス

ポ
ー

ツ
機

会
の

提
供

を
検

討
（
地

域
や

学
校

で
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

選
手

・
コ

ー
チ

・
審

判
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
支

援
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
参

加
促

進
等

）
・
C

an
ad

ia
n
 S

po
rt

 f
o
r 

L
if
e
 (

C
S
4
L
)と

長
期

的
な

選
手

育
成

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
と

の
連

動

文
書

名

発
行

年
月

日

発
行

者
・
部

局

概
要

主
な

内
容

・
ス

ポ
ー

ツ
に

焦
点

を
あ

て
選

手
を

中
心

に
置

い
た

結
果

志
向

の
計

画
・
参

加
(p

ar
ti
c
ip

at
io

n
)、

育
成

(d
e
ve

lo
pm

e
n
t)

、
卓

越
性

(e
xc

e
lle

n
c
e
)の

3
つ

の
分

野
を

重
視

・
各

分
野

の
専

門
家

で
構

成
さ

れ
る

諮
問

委
員

会
は

、
女

子
・
女

性
の

ス
ポ

ー
ツ

参
加

向
上

機
会

に
初

年
度

取
り

組
む

○
参

加
目

標
・
選

手
全

員
が

安
全

で
組

織
的

な
ス

ポ
ー

ツ
を

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

・
オ

ン
タ

リ
オ

州
の

人
々

が
組

織
的

な
ス

ポ
ー

ツ
に

参
加

・
関

与
で

き
る

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
・
組

織
的

な
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

選
手

に
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
体

験
を

提
供

す
る

こ
と

計
画

・
ス

ポ
ー

ツ
の

認
識

に
関

わ
る

政
策

の
見

直
し

・
既

存
の

ス
ポ

ー
ツ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

見
直

し
、

ス
ポ

ー
ツ

界
の

パ
ー

ト
ナ

ー
と

連
携

し
て

少
数

派
の

人
々

（
特

に
女

子
・
女

性
）
の

参
加

を
向

上
・
教

育
省

と
の

連
携

に
よ

っ
て

、
教

育
関

係
者

や
ス

ポ
ー

ツ
関

係
者

が
ス

ポ
ー

ツ
を

始
め

る
機

会
を

よ
り

多
く
提

供
で

き
る

よ
う

に
す

る
・
州

内
の

「
先

住
民

ス
ポ

ー
ツ

」
や

「
ウ

ェ
ル

ネ
ス

カ
ウ

ン
シ

ル
」
と

連
携

し
、

オ
ン

タ
リ

オ
・
ネ

イ
テ

ィ
ブ

・
ウ

ェ
ル

ネ
ス

の
た

め
の

ス
ポ

ー
ツ

パ
ス

ウ
ェ

イ
を

実
施

○
育

成
目

標
・
競

技
力

向
上

に
あ

た
っ

て
選

手
が

適
正

な
支

援
を

受
け

ら
れ

る
こ

と
・
地

方
ス

ポ
ー

ツ
団

体
(P

S
O

)や
マ

ル
チ

ス
ポ

ー
ツ

団
体

(M
S
O

)が
監

督
し

て
い

る
育

成
パ

ス
ウ

ェ
イ

を
通

じ
て

選
手

が
競

技
向

上
で

き
る

よ
う

、
訓

練
さ

れ
た

コ
ー

チ
や

審
判

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

活
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

計
画

・
運

営
管

理
の

負
荷

・
重

複
を

削
減

し
て

申
請

プ
ロ

セ
ス

を
改

善
す

る
た

め
に

助
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

見
直

す
・
選

手
が

競
技

目
標

を
達

成
で

き
る

よ
う

、
選

手
に

質
の

高
い

競
技

体
験

・
機

会
を

提
供

す
る

「
ゲ

ー
ム

ズ
・
オ

ン
タ

リ
オ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

す
る

・
優

れ
た

競
技

バ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

発
揮

し
た

り
ス

ポ
ー

ツ
シ

ス
テ

ム
の

進
化

に
寄

与
し

た
個

人
・
組

織
を

高
く
評

価
す

る
・
P

an
/
P

ar
a 

A
m

 G
am

e
s開

催
で

得
ら

れ
た

知
識

を
P

S
O

/
M

S
O

に
伝

え
、

大
会

ス
ポ

ン
サ

ー
が

引
き

続
き

ア
マ

チ
ュ

ア
ス

ポ
ー

ツ
に

投
資

す
る

よ
う

、
リ

ソ
ー

ス
の

活
用

に
よ

っ
て

P
an

/
P

ar
a 

A
m

 G
am

e
sの

レ
ガ

シ
ー

を
最

大
化

す
る

・
コ

ー
チ

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

採
用

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
保

有
に

対
す

る
P

S
O

/
M

S
O

の
取

り
組

み
を

継
続

支
援

す
る

○
卓

越
性

目
標

・
ハ

イ
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

競
技

で
選

手
が

卓
越

性
を

追
求

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

・
競

争
力

の
あ

る
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・
育

成
の

機
会

や
、

最
新

の
ハ

イ
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
サ

ー
ビ

ス
・
施

設
・
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
、

質
の

高
い

コ
ー

チ
・
テ

ク
ニ

カ
ル

リ
ー

ダ
ー

・
ス

ポ
ー

ツ
医

科
学

の
専

門
家

を
選

手
に

提
供

す
る

こ
と

計
画

・
ス

ポ
ー

ツ
関

係
者

と
連

携
し

、
金

メ
ダ

ル
候

補
選

手
へ

の
サ

ポ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
時

代
に

合
わ

せ
、

「
カ

ナ
ダ

ス
ポ

ー
ツ

機
関

オ
ン

タ
リ

オ
」
に

長
期

的
か

つ
持

続
可

能
な

資
金

提
供

を
行

う
・
公

的
な

教
育

や
認

知
向

上
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

実
施

し
、

州
内

の
ア

マ
チ

ュ
ア

選
手

や
ア

マ
チ

ュ
ア

ス
ポ

ー
ツ

の
偉

業
を

讃
え

る
・
P

an
/
P

ar
a 

A
m

 G
am

e
sの

イ
ン

フ
ラ

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

い
う

レ
ガ

シ
ー

を
活

用
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
機

会
を

探
る

・
国

際
ア

マ
チ

ュ
ア

選
手

権
等

の
イ

ベ
ン

ト
に

よ
り

多
く
の

観
客

を
呼

び
、

マ
ラ

ソ
ン

等
の

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
を

増
や

す
た

め
に

、
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

計
画

を
立

案
し

、
ス

ポ
ー

ツ
を

経
済

発
展

に
活

用
す

る
・
民

間
と

協
働

で
、

商
業

的
な

投
資

を
オ

ン
タ

リ
オ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
民

間
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
る

国
名

カ
ナ

ダ

州
名
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諸外国スポーツ・身体活動ガイドライン事例 

 

スポーツ・身体活動実施 

 

世界保健機関（WHO） 

○身体活動基準 

・2015 年 1 月更新 

・子供・青少年（5歳〜17 歳）／成人（18 歳〜64歳）／高齢者（65歳以上） 

 

アメリカ 

◯保健福祉省「国民身体活動ガイドライン」 

・2008 年発表 

・農務省との協働で作成した「国民栄養ガイドライン」を補完 

・子供・青少年（5歳〜）／成人／高齢者 

・安全な環境／妊娠中や産後の女性／障がいを有する成人／慢性疾患を抱える人 

●安全な環境へのキーガイドライン 

・すべての人にとって安全であるためのリスクを理解する。 

・現在のフィットネスレベルや健康目標に適した身体活動の種類を選択する。 

・ガイドラインや健康目標を満たすためにさらなる活動が必要であれば、身体活動を次第

に増やす。不活動な人々は、次第に増やすことで「ゆっくり初めて、ゆっくり増やす」。 

・適切な用具を用いて、安全な環境を探して、ルールやポリシーに従い、いつ、どこで、

どのような活動をするか適切に選択することで、自身を守る。 

・慢性疾患やその徴候がある場合、医療従事者のケアのもとで実施すること。医療従事者

に活動の種類や量を相談すること。 

●妊娠中や産後の女性のキーガイドライン 

・まだ活動的ではなく、高強度の活動を行っていない健康的な妊娠中や産後の女性は、週

150 分の中等度の持久系活動を行うべき。週を通じて行うべき。 

・妊娠中や産後も身体活動を継続できるほど習慣的に中等度の持久系活動や高強度の活動

を行っている妊婦は、医療従事者と活動の程度や頻度を相談し、調整する。 

●障がいを有する成人のキーガイドライン 

・中等度の持久系活動を週 150 分以上、または高強度の持久系活動あるいは中等度と高強

度の持久系活動の組み合わせを週 75 分以上行うべき（1回 10 分以上）。 

 -11- 



・大筋群を用いた中等度から高強度の筋力強化活動を、週 2日以上行うべき。 

・ガイドラインを満たすことができない場合、自身の能力に合わせて、また不活動になら

ないよう、定期的な身体活動を行うべき。 

・自身の能力に合わせた身体活動の量や種類について、医療従事者に相談するべき。 

●慢性疾患を抱える人へのメッセージ 

・定期的な身体活動から健康面で重要な利益を得ることができる。 

・自身の能力に合わせて活動すれば、身体活動は安全である。 

・医療従事者のケアのもとで実施すべき。自身の能力に合わせた身体活動の量や種類につ

いて、医療従事者に相談するべき。 

・2018 年版（更新）に向けて進行中 

 

英国 

○保健省「英国身体活動ガイドライン（UK Physical Activity Guideline）」 

・2011 年 7 月発表 

・子供（5 歳以下／5 歳以下の歩行可能児）・青少年（5 歳〜18 歳）／成人（18 歳〜64 歳）

／高齢者（65歳以上） 

 

カナダ 

○カナダ運動生理学会「24 時間ムーブメントガイドライン（24-Hour Movement Guidelines）」 

・2016 年 6 月発表 

・5歳から 17歳の子供・若者に対して、身体活動、座りがちな行動、睡眠を統合した 24時

間の行動ガイドライン 

・子供や若者に「汗をかく、歩く、眠る、そして座る」ことを推奨 

・健康的な 24時間には、1日 60 分間の中等度から高強度の身体活動、数時間の様々な形式

化されたものや形式化されていない軽度の身体活動、5 歳から 13 歳までは一晩に連続し

た 9 時間から 11 時間の、14 歳から 17 歳には 8時間から 10時間の睡眠、そして 1日 2時

間以下の気晴らしのスクリーンタイムが含まれる 

 

○カナダ運動生理学会「カナダ座りがち行動ガイドライン（Canadian Sedentary Behaviour 

Guidelines）」 

・2012 年発表 

・子供（4歳以下）／子供・青少年（5歳〜17 歳）／成人（18歳以上） 
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○カナダ運動生理学会「身体活動ガイドライン（Canadian Physical Activity Guidelines）」 

・2011 年・2012 年発表 

・子供（4歳以下）／成人（18 歳〜64歳）／高齢者（65 歳以上） 

・障がいや疾病を抱える成人対象：多発性硬化症、脊髄損傷、パーキンソン病 

 

オーストラリア 

○保健省「オーストラリア身体活動・座りがち行動ガイドライン（Australia's Physical 

Activity and Sedentary Behaviour Guidelines）」 

・2014 年発表 

・子供（5 歳以下）／子供（5 歳〜12 歳）／青少年（13 歳〜17 歳）／成人（18 歳〜64 歳）

／高齢者（65歳以上） 

 

ニュージーランド 

○保健省「食事・活動ガイドライン（Eating and Activity Guidelines）」 

・2015 年 11 月発表 

・子供（5歳以下）／子供・青少年（5歳〜18 歳）／成人（18 歳〜64歳）／高齢者（65歳

以上） 

 

（参考） 

◯欧州連合（EU）「EU 身体活動ガイドライン（EU Physical Activity Guidelines）」（2008

年） 

◯アイルランド保健児童省「The National Guidelines on Physical Activity for Ireland」

（2009 年） 
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脳震盪 

ワールドラグビー 

○ワールドラグビー脳震盪ガイドライン 

・成人（18 歳以上）、青少年（12 歳から 18 歳）、子供（12 歳以下）の男女のプレイヤーに

対するガイドライン 

 

カナダ 

○カナダ脳震盪共同体（Canadian Concussion Collaborative）「脳震盪マネジメントプロ

トコル」 

・スポーツ団体が実際のスポーツ、環境、資源に活かせる脳震盪予防の原則を適応させる

ことに役立つ 

 

 

安全対策 

○ International Safeguarding Children in Sport Working Group 「 International 

Safeguards for Children in Sport」 

・2014 年 10 月発表 

・スポーツ事業者に対する子供の安全に関するガイドライン 
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